
研究成果情報 生産環境 １２ 果樹 病害虫

新技術・情報名 ブドウ枝膨病菌の抗体法による検出 分類 ③

１． 成果の内容

１）技術、情報の内容及び特徴

ブドウ枝膨病菌の簡易同定や生態解明への利用を目的に、

ナル抗体を作成した。

ポリクロ

（１）免疫に用いる抗原は、菌糸より胞子を用いることで、他の菌の菌

糸及び胞子に対して交差反応が少なく、特異性の高い抗体が得易

い。

（２）α胞子に対するマウス抗体は、胞子発芽初期の菌糸に対して反応

性が高い。

（３）酵素結合抗体法（ＥＬＩＳＡ）による胞子の検出限界は、１０４／

ｍ＆で、利用価値は低い。

２）技術、情報の適用効果

形態的に似た胞子を持つ菌とブドウ枝膨病菌の簡易識別が可能となる。

３）適用範囲

ぶどう生産地域及び研究機関

４）成果の利活用・普及上の留意点

得られた抗体は、他菌に対する交差反応があるため、吸収操作を必要

とし、吸収による力価の低下に配慮する。
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２．具体的データ

３．

表１ブドウ枝膨病菌に対する抗体の反応（平成２年，３年）

ウサギ抗体マウス抗体

病原菌名 部位胞子菌糸α胞子β胞子菌糸
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注）ＮＴ：未賦験
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